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医
療
被
曝
の
リ
ス
ク

市
民
と
科
学
者
の
内
部
被
曝
問
題

研
究
会
会
員
・
歯
科
医
師
　
鈴
木
成
和

論
考

③

わが街 わが地区

　

一
般
的
に
、
病
気
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
は
良
い
も

の
だ
と
の
認
識
が
日
本
社
会

で
は
浸
透
し
て
い
る
様
に
思

う
。
そ
し
て
、
様
々
な
健
康

診
断
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人

々
は
、
そ
れ
を
当
た
り
前
の

様
に
受
け
と
め
て
い
る
様
で

あ
る
。
し
か
し
、
つ
い
最
近

ま
で
、
そ
の
有
効
性
に
関
し

て
ま
と
も
な
検
討
も
さ
れ
て

来
な
か
っ
た
と
言
え
そ
う

だ
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
１
９
８

８
年
ま
で
に
カ
ナ
ダ
と
の
共

本
で
行
わ
れ
て
い
る
健
康
診

断
の
ほ
と
ん
ど
の
項
目
に
つ

い
て
「
無
意
味
」
と
判
定
さ

れ
た
と
い
う
事
で
あ
る
。

　

日
本
で
も
最
近
に
な
っ
て

よ
う
や
く
検
証
が
始
め
ら

れ
、
結
果
、
胸
部
Ｘ
線
検
査

診
が
行
わ
れ
た
り
し
て
い
る

が
、
得
ら
れ
る
情
報
の
メ
リ

ッ
ト
分
よ
り
被
曝
影
響
の
デ

メ
リ
ッ
ト
の
方
が
上
回
る
可

能
性
が
高
そ
う
だ
。
米
国
で

は
肺
癌
検
診
の
有
効
性
に
関

す
る
調
査
が
行
わ
れ
、
有
効

　

乳
房
は
、
放
射
線
被
曝
に

よ
っ
て
癌
を
誘
発
し
や
す
い

組
織
の
一
つ
で
あ
る
事
が
知

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
放
射
線

の
感
受
性
は
低
年
齢
の
女
性

程
高
い
と
言
わ
れ
る
。
そ
の

為
、
米
国
で
は
50
歳
未
満
の

ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
発
表

さ
れ
、
検
診
に
よ
っ
て
死
亡

率
が
減
少
し
な
い
ば
か
り

か
、
過
剰
診
療
が
３
人
に
一

人
の
割
合
で
見
つ
か
っ
た
と

い
う
事
だ
。
日
本
で
も
高
木

学
校
が
行
っ
た
マ
ン
モ
グ
ラ

に
「
肺
癌
発
見
に
有
効
と
の

証
拠
な
し
」
と
の
結
論
に
辿

り
つ
い
た
様
で
あ
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト

　

一
般
の
職
場
な
ど
で
は
、

今
も
年
一
度
の
胸
部
Ｘ
線
検

と
の
証
拠
は
無
い
と
結
論
さ

れ
、
そ
の
結
果
肺
癌
検
診
を

行
っ
て
い
る
の
は
日
本
と
ハ

ン
ガ
リ
ー
だ
け
。
胃
が
ん
検

診
を
行
っ
て
い
る
の
も
、
日

本
と
韓
国
の
み
と
言
わ
れ
て

い
る
。

女
性
へ
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
を
検
診
の
形
で
行
う
事
は

正
当
化
出
来
な
い
と
結
論
付

け
ら
れ
て
い
る
。

有
効
性
に
疑
問

　

ま
た
、
乳
が
ん
検
診
の
有

効
性
を
疑
問
と

す
る
論
文
が
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
、

フ
ィ
ン
ラ
ン

同
研
究
で
健
康

診
断
の
有
効
性

に
つ
い
て
検
討

が
行
わ
れ
、
日

フ
ィ
ー
受
診
率
と
癌
死
率
の

相
関
の
調
査
の
結
果
、
有
意

と
は
言
え
な
い
ま
で
も
受
診

率
が
高
い
程
、
死
亡
率
が
高

い
と
の
結
果
が
得
ら
れ
た
と

の
事
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
日
本
で

は
、
40
歳
代
か
ら
の
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
検
診
が
推
進
さ

れ
て
お
り
、
地
域
や
医
療
機

関
に
よ
っ
て
は
30
代
か
ら
の

検
診
が
推
奨
さ
れ
た
り
し
て

い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
様
だ
。

日
本
に
於
い
て
、
果
た
し
て

被
曝
リ
ス
ク
は
、
ま
と
も
に

評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言

え
る
の
だ
ろ
う
か
。　

�

（
つ
づ
く
）

健
診
の
効
果
と
放
射
線
量

　

北
大
阪
地
区
は
３
月
９

日
、
豊
中
市
内
で
総
会
を
開

い
た
。
小
澤
力
理
事
長
が
あ

い
さ
つ
し
、
２
０
１
２
年
度

北
大
阪
地
区
の
活
動
報
告
お

よ
び
決
算
、
13
年
度
活
動
方

針
お
よ
び
予
算
が
承
認
さ
れ

た
。

　

記
念
講
演
は
「
審
美
歯
冠

補
綴
臨
床
と
支
台
歯
形
成
―

Ｍ
Ｉ
を
考
え
な
が
ら
」
と
題

し
て
宮
内
修
平
先
生
（
大
阪

マ
ー
ジ
ン
形
成
は
隣
接
面
が

歯
肉
縁
下
深
く
な
り
す
ぎ
て

歯
間
乳
頭
部
の
炎
症
が
起
こ

　

大
阪
市
北
部
地
区
は
総
会

を
３
月
10
日
、
保
険
医
会
館

で
開
い
た
。
２
０
１
１
・
12

年
度
の
活
動
と
し
て
、
他
地

区
と
の
共
催
含
め
て
講
習
・

説
明
会
を
10
回
、
文
化
活
動

２
回
、
健
診
活
動
１
回
、
大

阪
市
と
の
協
議
１
回
を
取
り

組
み
、
役
員
会
を
11
回
、
フ

健
診
活
動
⑤
医
科
歯
科
連
携

を
探
る
―
―
な
ど
を
決
め

た
。

　

評
議
員
７
人
を
確
認
し
、

　

評
議
員
９
人
を
確
認
し
、

責
任
者
に
中
央
区
の
宇
治
田

竜
一
氏
（
再
任
）
を
選
出
し

た
。

よ
り
大
阪
市
に
社
会
保
障
制

度
や
歯
科
医
療
制
度
の
充
実

を
求
め
て
働
き
か
け
る
―
―

な
ど
を
柱
に
取
り
組
む
こ
と

を
決
め
た
。

　

地
区
責
任
者
に
は
、
新
た

に
森
啓
氏
（
東
住
吉
区
）
を

選
出
し
た
。
評
議
員
に
つ
い

て
は
、
７
人
の
評
議
員
を
再

選
し
た
ほ
か
、
新
た
に
１
人

選
出
し
た
。

　

総
会
冒
頭
に
は
、
吉
田
裕

志
副
理
事
長
と
、
門
奈
丈
石

地
区
責
任
者
が
あ
い
さ
つ
し

協
会
の
取
り
組
み
へ
の
協
力

を
よ
び
か
け
た
。

　

大
阪
市
南
部
地
区
は
総
会

を
３
月
10
日
に
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー

ル
で
開
き
、
２
０
１
２
年
度

活
動
の
ま
と
め
、
13
年
度
活

動
方
針
、
決
算
お
よ
び
予

算
、
新
年
度
の
役
員
体
制
を

承
認
し
た
。

　

医
療
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
個
人
の
注
意
意
識
を
向

上
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
組

織
全
体
の
改
善
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
実
際
に
起

こ
っ
た
イ
ン
シ
デ
ン
ト
・
ア

ク
シ
デ
ン
ト
症
例
を
検
討

し
、
ミ
ス
が
起
こ
り
そ
う
な

小
さ
な
事
象
を
見
つ
け
出

し
、
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　

偶
発
症
に
対
し
て
は
、
発

生
頻
度
を
減
少
さ
せ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
発

症
時
に
お
け
る
緊
急
時
の
対

応
や
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ

ン
セ
ン
ト
に
よ
り
、
不
幸
な

事
故
を
避
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
こ
で
、
実
際
の
臨
床

　

活
動
方
針
で
は
、
①
幅
広

い
テ
ー
マ
で
の
講
習
会
や
文

化
活
動
の
実
施
で
地
区
活
動

を
活
性
化
さ
せ
る
②
地
区
会

員
へ
の
訪
問
活
動
等
を
通
し

て
組
織
の
発
展
に
つ
と
め
る

③
市
内
他
地
区
と
の
連
携
に

に
即
し
た
ビ
デ
オ
を
供
覧

し
、
知
識
や
手
技
を
習
得
す

る
。

　

ま
た
、
感
染
症
対
策
に
対

す
る
社
会
的
環
境
が
大
き
く

変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
組
織
的

か
つ
合
理
的
な
感
染
症
対
策

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
患

者
か
ら
患
者
、
歯
科
医
師
か

日
時　

４
月
13
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

会
費　

１
０
０
０
円

定
員　

１
０
０
人

対
象　

会
員
本
人
（
代
理
受
講
は
不
可
）

内
容　

�

①
偶
発
症
に
対
す
る
緊
急
時
の
対
応
、
②
医
療
事

故
、
③
感
染
症
対
策
等
の
医
療
安
全
対
策

※�

開
催
途
中
に
入
退
場
し
た
場
合
は
修
了
証
を
発
行
し
ま
せ

ん
※
必
ず
事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

ら
患
者
へ
感
染
を
拡
大
さ
せ

な
い
た
め
に
、
一
般
的
な
感

染
症
に
関
す
る
知
識
、
な
ら

び
に
歯
科
医
院
に
特
有
の
感

染
症
対
策
を
習
得
し
、
各
医

院
・
施
設
に
応
じ
た
感
染
症

対
策
を
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
。

責
任
者
に
北
区
の
美
島
達
平

氏
を
再
任
し
た
。

　

総
会
後
の
記
念
講
演
は
市

内
全
地
区
が
共
催
し
て
、
川

端
重
忠
氏
（
大
阪
大
学
大
学

院
教
授
）
を
講
師
に
「
口
腔

領
域
の
微
生
物
感
染
症　

up-to-date　
人
食
い
バ
ク

テ
リ
ア
も
ふ
く
め
て
」
を
テ

ー
マ
に
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開

き
、
41
人
が
参
加
し
た
。

行
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

13
・
14
年
度
活
動
方
針
と

し
て
、
①
〝
会
員
に
喜
ば
れ

る
〟
協
会
ら
し
い
講
習
会
の

開
催
②
他
の
大
阪
市
内
地
区

と
連
携
・
交
流
を
深
め
る
文

化
活
動
③
歯
科
医
師
・
患
者

の
要
求
を
施
策
に
反
映
さ
せ

る
大
阪
市
へ
の
働
き
か
け
④

社
保
協
と
の
連
携
⑤
医
科
協

会
の
該
当
「
支
部
」
と
つ
な

が
り
を
強
化
し
医
科
歯
科
連

携
を
探
る
―
―
こ
と
な
ど
を

柱
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

を
決
め
た
。

　

大
阪
市
東
部
地
区
は
総
会

を
３
月
10
日
、
保
険
医
会
館

で
開
い
た
。

　

２
０
１
１
・
12
年
度
の
活

動
と
し
て
、
他
地
区
と
の
共

催
含
め
て
講
習
・
説
明
会
を

13
回
、
文
化
活
動
２
回
、
大

阪
市
と
の
協
議
１
回
を
取
り

組
み
、
役
員
会
を
11
回
、
フ

ァ
ク
ス
ニ
ュ
ー
ス
を
22
回
発

り
や
す
い
こ
と
な
ど
が
よ
く

理
解
で
き
た
。

�

（
吹
田
市
・
糠
谷
吉
秀
）

が
重
要
だ
と
し
、
プ
ロ
ビ
ジ

ョ
ン
ナ
ル
レ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
、
支
台
築
造
、
印
象
採

得
、
咬
合
採
得
、
試
適
、
仮

着
、
合
着
の
各
操
作
を
ポ
ー

セ
レ
ン
ラ
ミ
ネ
ー
ト
ベ
ニ
ア

や
接
着
ブ
リ
ッ
ジ
オ
ー
ル
セ

ラ
ミ
ッ
ク
ク
ラ
ウ
ン
の
臨
床

例
を
動
画
を
交
え
て
詳
細
に

説
明
し
た
。

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
バ
ー
を
は

じ
め
個
別
の
イ
ン
ス
ト
ル
メ

ン
ト
の
紹
介
な
ど
、よ
り
具

体
的
に
学
べ
た
。

　

ま
た
、
患
者
さ
ん
は
な
る

べ
く
象
牙
質
を
削
ら
な
い
ラ

ミ
ネ
ー
ト
修
復
を
望
ま
れ
る

こ
と
、
失
活
歯
の
メ
タ
ル
コ

ア
は
歯
根
の
一
部
に
応
力
が

加
わ
り
、
歯
折
の
原
因
に
な

る
こ
と
、
支
台
形
成
、
特
に

市
開
業
）
を
お
招

き
し
た
。

　

Ｍ
Ｉ
と
は
ミ
ニ

マ
ル
イ
ン
タ
ー
ベ

ン
シ
ョ
ン
の
略
。

歯
冠
補
綴
治
療
に

お
い
て
良
好
な
治

療
結
果
を
長
く
持

続
さ
せ
る
た
め

に
、
基
本
操
作
を

確
実
に
行
う
こ
と

ァ
ク
ス
ニ
ュ
ー

ス
を
23
回
発
行

し
た
こ
と
を
確

認
し
た
。

　

13
・
14
年
度

活
動
方
針
と
し

て
、
①
協
会
ら

し
い
講
習
会
の

開
催
②
文
化
活

動
③
大
阪
市
へ

の
働
き
か
け
④

　協会の各地区は３月９日か
ら31日にかけて総会を開い
た。活動報告や活動方針、決
算・予算、役員体制などの議
案をそれぞれ承認した。９～
10日に開いた４地区の総会を
紹介する。

各
地
区
で
総
会
開
く

Ｍ
Ｉ
テ
ー
マ
に
記
念
講
演

ニ
ュ
ー
ス
を
23
回
発
行

講
習
会
13
回
な
ど
報
告

市
に
働
き
か
け
強
め
る

北
大
阪
地
区

大
阪
市
北
部
地
区

大
阪
市
東
部
地
区

大
阪
市
南
部
地
区

役
員
体
制
や
方
針
な
ど
決
め
る

北大阪地区総会（３月９日）

大阪市４地区合同総会記念講演
（３月10日）　　　　　　　　　

「歯科外来診療環境体制加算」
の施設基準に係る研修会　
原田丈司（大阪大学大学院歯学研究科口腔外科学第一教室助教）

講
演
抄
録

医科・歯科・協同組合共催

第15回
大阪保険医ゴルフコンペ
日時　４月29日（月・祝）
　　　午前７時52分スタート
場所　�関西カントリークラブ
　　　�（京都府亀岡市、阪神高速

池田木部出口から車で25分）
定員　10組40人　※先着順
費用　プレーフィー16,500円
　　　コンペ参加費 5,000円
申込　協会事務局
　　　（06－6568－7731）
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